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国際基督教大学（ICU）の紹介

1953年4月 開学

学生数 約 3,000名
専任教員数 156名
専任職員数 116名

2008年4月 教学改革スタート

旧制度 １学部 ６学科

新制度 １学部 １学科（アーツ・サイエンス学科）
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ICU図書館の概要

蔵書数 約 70万冊 （洋:和＝48%：52%）

受入冊数 約 13,000冊／年

雑 誌 約 22,800タイトル

冊子体 約1,800
電子ジャーナル 約21,000

開館時間 8:30～22:30（学期中の平日）

スタッフ 専任職員 13名、派遣職員 3名、
パートタイマー 16名（週3日）、
学生アルバイト 約 10名／日、

シルバーセンタースタッフ 7名（週2～3日）
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ICU図書館の特徴

中央図書館制

専門職図書館長制

国内初の全面開架方式

貸出冊数無制限
（貸出期間 学部生：2週間 大学院生：1ヶ月）

論文用長期貸出
論文執筆対象者：10冊まで3ヶ月間貸出

新館オープン（2000年）



デジタル化による変化 ～ICUの例～
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タイトル DB



大学図書館の業務（従来型）
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大学図書館の業務（今後）

7

余力で何をするか
何もしないか



情報の多様化

8

現状

提供方法 検索システム

印刷媒体 書架（分類） OPAC

電子
媒体

電子ジャーナル
電子書籍

タイトルリスト
OPAC or

独自の検索システム

オンライン・
データベース

リンク集 個々の検索システム

全ての資料を網羅する
仕組みがない！



学習の変化
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以 前 現 在

学習の道具 ノート、鉛筆 コンピュータ

情報源 印刷物
印刷物、CD-ROM、DVD、
オンライン・データベース

学習形態 個人学習
個人学習、グループワーク、
プレゼンテーション

サポート レファレンス
レファレンス、ITサポート、
ライティング・サポート



何をすべきか＝変化への対応
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情報の多様化への対応

新しい情報検索システムの構築

OPACの上位システムが必要

検索窓口の一元化

データベース間の横断検索

情報リテラシー教育の充実

情報の全体像を理解させる

印刷物と電子資料の使い分け

効率的な情報検索の指導

情報評価能力の育成
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トップ画面
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検索結果画面



データベース間の横断検索

14Sociological Abstractsの検索結果画面



データベース間の横断検索

15Sociological Abstracts⇒SFX画面



データベース間の横断検索
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SAGEデータベースの雑誌論文
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ICUの情報リテラシー教育（１）

英語教育プログラム（必修科目）と連携

1年次のほとんどと2年次の一部を使って、大学
生に必要な「読む」「書く」「聞く」「話す」の基礎

能力を身につける

カリキュラム
Academic Reading and Writing Course （1年次）

Reading and Content Analysis Course （1年次）

Communicative Strategies （1年次）

Sophomore English （2年次）

Theme Writing （2年次）
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ICUの情報リテラシー教育（２）

ELPの授業の３コマを使用

指導内容
１年次春学期（4月中旬～5月上旬）

学術論文とは

図書館資料の基礎知識（資料の種類・媒体、
配架方法 等）

１年次秋学期（9月中旬～10月上旬）
学術誌とは

雑誌論文の探し方（オンラインデータベースの使い方）

２年次（各学期で開講）
主題に合った文献の探し方



学習の変化への対応
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条 件 必要な施設・設備

学習の道具 コンピュータ コンピュータ、無線LAN

情報源
印刷物、CD-ROM、DVD、
オンライン・データベース

全ての情報にアクセスでき
る環境

学習形態
個人学習、グループワーク、
プレゼンテーション

個人席、グループ学習室、
講演・講義用ルーム

サポート
レファレンス、ITサポート、
ライティング・サポート

学習支援の総合窓口

ラーニング・コモンズ
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ICUのラーニング・コモンズ ～場所～

 

２階 

図書館本館 

オスマー図書館 

１階 

地階 

渡
り
廊
下

１階 

地階 
入口 

入口 

自動化書庫

ラーニング・
コモンズ

現在：30万冊の図書・雑誌・視聴覚資料

40万冊の図書＆雑誌

電子情報にアクセス

新館の総面積 3,874㎡ （各フロア1,100㎡）
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１階 平面図
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地階 平面図
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ICUのラーニング・コモンズ ～設備～

スタディ・エリア

個人席：138席（PC設置）

快適さを追求
スペース、家具、レイアウト

マルチメディアルーム 1室
グループ学習室 3室
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ICUのラーニング・コモンズ～サポート～

レファレンスサービス・センター

職員 4名 常駐

PC操作指導～事項調査

ライティングサポート・デスク

2010年12月 スタート

教養学部長室と図書館の共同運営

大学院生のチューターによる指導

１チュートリアル：40分、予約制

将来はライティング・センターへ
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ライティングサポート・デスク
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改革の成果（１）

年間入館者数の推移
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改革の成果（２）

学生一人あたりの年間貸出冊数



改革の方向性
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Ø 個々の大学に合った改革を考える
Ø 大学改革の中で図書館は何ができるか

情報の変化・学生の変化

Ø 図書館（図書館業務）の枠組みを取り払う
Ø 教員・学生・他部署との連携
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